
沿岸魚類資源動向調査

1.底生魚類調査

小向貴志

はじめに

本県沿岸域の底魚資源の分布量・発生量を調査し、資源量推定や資源変動メカニズムについての基礎情報

を収集することを目的とする。

調査期間

調査船

調査漁具

調査海域

曳網速度

曳網時間

サンプル処理

測定項目

調査内容

平成 11年5月~平成 12年2月

青鵬丸(青森県水産試験場所属、 65t) 

オッタートロール

(袖網長7.5m、身網長11.8m、網口幅2m、コットエンド長は2.6mの3重構造で、内網目合

い 11mm、中網20mm外網が45mmとなっている)

日本海・津軽海峡・太平洋

2.5ノットを目安に行う。

30分を目安に、底質の状況や付近の操業船等を考慮に入れ調査を行った。

スケトウダラ、ホッケ等多量に漁獲される種は船上で個体数と重量を測定し、ランダムに抽

出した個体50尾程度を目安にパンチングし、数十個体を精密測定用に冷凍保存し、持ち帰り

サンプルとした。なお、マダラ0+等稚魚は原則として全数持ち帰って測定した。

その他、カレイ類、ソイ、イカ類等は極端に多獲されない限り全数冷凍し、持ち帰り、測定

用サンプルとした。多獲された場合は数、重量を船上で測定し、ランダムに抽出した個体50

尾程度を目安に持ち帰り測定した。

大型魚(例サメ類)は船上で1尾単位で全長、重量を測定した。

漁獲された魚類は出来る限り低位の分類群まで種査定した。

カレイ類は全長・体長・重量・雌雄・生殖腺重量・胃内容・胃内容重量・内臓除去重量を測

定した。その他の魚は全長・体長(イカ類は外套長)、重量を測定した。

海洋観測 調査点毎にトロール調査終了時CTDによる海洋観測及び、オッタートボード間隔、曳網水深・

速度等、を魚網監視装置 (Scanmar社製 RX-400)で計測した。

曳網距離計算 曳網距離はネット着底からネット離底までとし、北川・服部1)の方法で計算した(図A)。

曳網面積計算 曳網距離×トロールネット袖先間隔=曳網面積とした。

推定分布重量調査時期別に調査水深0""'79mを水深150mJ、80""'124mを1100mJ、125""'174mを1150

mJ、175""'224mを1200mJと水深を層化し、各層の合計漁獲重量及び曳網面積から水深別

単位面積あたり推定分布重量を求めた。

水深別単位面積あたり推定分布重量=層化水深別漁獲重量/曳網面積 とした。

※トロールネットの採集効率はlとした。

L， ...... S 

W，/  /W， 

L， ・ L2

図A.曳網距離計算方法の模式図

LI:ネット着底~巻き上げ開始までの距離 L2:巻き上げ開始~ネット離底までの距離

wi:巻き上げ開始時ワープ長 W2:ネット離底時ワープ長

D 水深 S :巻き上げ開始~ネット離底までの船の移動距離

曳網距離=Lj人=Lj+S+" (W / -D 2 ) -"  (w，z -D 2 ) 
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結 果(日本海)

1.調査海域

図1に示した調査地点において、 5/27""' 2/8の期間中

18日計34点で調査を行った。調査海域は「日本近海底質

図J2) より細砂、粗砂、礁となっている。

表 1-1に層化水深別、調査回数・曳網距離・面積を、

表1-2に水深別単位面積あたり推定分布重量を示した。

表 1-1 層化水深別、調査回数・曳網距離・面積

主要漁獲物

アンコウ科

50 
7121-8/30 ====号=冒=
100' 150 

6' 1 
5130' 12274' 2383 

0.061047 0.1460606' 0.0283577 
出来島

図1 日本海調査地点図

¥、

1 
へ

青森県においてアンコウ科魚類はキアンコウとアンコウが確認されている3)。キアンコウはアンコウによ

く似るが、口内、舌及び腹膜は白いことで区別される。アンコウ科魚類は5個体採取されたが、確認した個

体はいずれもキアンコウで、あった。全長組成は 160・435・480・490・880mmであった。

ホッケ

本種は日本海海域調査において最も漁獲重量の大きかった種であり全漁獲重量の約3割を占めていた。

ウスメノ{Jレ % 

本種は岩礁帯等の根付き魚である。 7/28大間越沖水 15

深 137mの調査では曳網終了前、岩礁と思われる海域

を一部曳網した。そのため416尾と特異的にウスメバ

ルが多獲された。図1-1に漁獲抽出測定したウスメバ

ル全長組成を示した。

ニギス

本種は日本海海域調査において最も個体数が多く漁

獲された種であった。時に非常に多獲され、全体の個体

数の7割近くを占めた。なお、本種の個体数算出は一部

において

10 

5 

0 

n=53 

(個体数=重量/測定個体平均重量)で算出した。

タイ科

190 200 210 220 230 240 250 260 270 280 290 300 310 320 mm 

図1-1 ウスメバル全長組成 (7/28水深 137m)

チダイは、マダイに比べ背鰭第3・4臓がやや糸状に

伸びる等の違いがあるが、外観はよくにており、マダイ・チダイは日本海海域において同一に扱われている。

本調査ではマダイ:チダイ=212: 58であった。

また、今回ヒレコダイが確認された。本種は第3・4背鰭が著しく伸長する等の特徴がみられる。漁獲が

対馬暖流の勢力が最も強勢となる 10月であること 4)と、本年度は対馬暖流の勢力が強かったことから、こ

の時期南方より無効散布してきたと考えられる。
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今回の調査では 5/27の高山沖水深 148・200m

の調査で計45個体の漁獲があった。

全長測定結果は図1-2のとおりである。

スケトウダラ (0+) 

スケトウダラ 0+は7/21・7/22・7/28の調査に

おいて、計82尾漁獲された。

主に高山~出来島沖水深200mで漁獲があった。

これらは68，...，_， 105mmの全長組成を持つ、モード

82mm、平均全長81mmの個体群である。

全長組成は図1-3のとおりである。

スケトウダラ(1+以上)

スケトウダラ 1+以上と考えられる個体は5/27・

1/14・2/4・2/7に漁獲があったが、いずれも水深

200m以深の調査海域であり、 0+同様高山沖での

漁獲が多くみられた。

全長組成は図1-4のとおりであった。

マダラ (0+) 

7/21・7/22・10/1・1/14の調査で漁獲された

が、ほとんどが高山~十三沖水深200m以深での

漁獲であった。

% n=45 
25 ， 

20 

15 

。

図 1-2 ハタハタ全長組成 (5/27高山沖水深

i r21-=-::_2~十二圃二国:一一
%図 1-3 スケトウダラ 0+全長組成 n=5 

:r...............r..... I~............. 
2:[以-;~-，--，---1-~I~ -，--，--Il--;~ -，-------， ~-~-1-Ó 

7/21・22は平均全長81mm、モード 85剛、 10/1は 20， 一一 一 一一一一一一一一面一一一 n=37

平均全長 89mm、モード 92mm、1/14は平均全長 戸/4・7 圃， ，.，.，.， ， ，，1，111，1，.，.，.，.， ，_， 。，.， 1.1_1_1 I 1.'_1.'_ 

全長は224・230・274mmの3個体と 766mmのl個 60

体、 10/1は249，...，_， 380mmの8個体、1/14は282・ 40 

502・512.890・760・920・850mmであった。 2/4 20 

は730mm、2/7は 710・720・730・750mmであった。 。
本漁場はタラ場と呼ばれる海域で、タラ類の好 60 一

直/14 n=16 
漁場となっている。今後タラ類の調査を行うにあ 40卜

たっては本漁場を重視する必要があると考えられ 20 I ー:置:El E lE1 o ， - ， - ， -
る。

アプラツノザメ

本調査において冬場12

/21 ，...，_， 2/7に出来島~十

三沖の水深 130，...，_， 200 m 

で主に漁獲がみられた。 1

2/21の全長組成と 2/3，...，_， 

2/7の全長組成は図 1-6の

とおり。

1l5mm、モード 106mmであった。

全長組成は図1-5のとおりである。

※ 10/1のグラフは462個体中抽出 25個体の測

定結果である。

マダラ 1+以上

5/27の1個体を除き 0+同様高山~十三沖水深

200m以深での漁獲が主であった。 7/21，...，_， 22の

230 280 330 380 430 

図 1-4 スケトウダラ 1+以上全長組成

480 mm 

;;P12JJEE--JJJJJJJJ;;;J;手

50 100 
図 1-5 マダラ 0+全長組成

mm 
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ホシザメ

本種は背面側続部を中心に多くの小白点が散在するのが特徴でアブラツノザメと共に利用されている。

冬場2/3'"'"'2/7の十三沖 130'"'"'135m、鳥居崎沖 110mで漁獲があった。

2/3の全長組成は690・720・750・820・840・1090mm、2/7は900mm、2/8は690・750・780・800mm
であった。

スノレメイカ % 

スルメイカは 5/27'"'"'2/7まで、周年漁獲があった。 40 1-7瓦7-KH-一一一一一一一一一一一一一一一
漁獲が多かったのは7月と 10月であった。 2::IEJJ一一:JJ L 
5月は秋~冬生まれ群と考えられる 142'"'"'173mm 

の外套長組成をもった 5個体が、 7/27'"'"'28・10/1

は夏~冬生まれ群混合と考えられる外套長組成をも

った個体群が漁獲された。

2/7は209'"'"'258mmに外套長範囲をもっ4個体の

みが漁獲された。図1-7に外套長組成を示した。

ヤリイカ

調査海域全域で周年漁獲がみられたが、 7'"'"'

8月の前期は水深 100mに、 10月の中期水深 150m

に、 12月'"'"'2月の後半は水深200mが主分布域で

あった。

20↓10/1 
。「 E-iE-HEJ-J

図1-7 スルメイカ外套長組成

2 : 1 q j s EdIHHlI一戸:二一

;;lj!??iIliiJJ:177二二二
7/28は平均外套長61mm、8/30は平均外套長 65mm An 

、日/1は平均外套長 74剛、 10/13'"'"'10/19は平均 ;U10/1 E 
外套長 72mm、12/21は平均外套長 140mm、日~81「 -.-11 I~-_-. --~ --二: 
は平均外套長176mmをもっ個体群であった。

10/13'"'"' 10/20の外套長酬が川を下回ってい fHi--?L二二
るのは、この期間中の測定が、全個体数測定ではな oI 11.1.1..._. _ _ _ 
く一部の抽出測定であり、その値を採用しているが

230 庁、円、

、これが適正な抽出ではなかったかヤリイカの産卵

は年1回であるが、多回産卵であることから、発生

後期の群が加入したこと等が考えられる。図 1-8に

時期別ヤリイカ外套長組成を示した。

:;lh二liiJJiiJ17一二三ぎ

アカガレイ

寒海性のカレイで、口が大きく無眼体側は内出

血したように赤いのが特徴。

全調査中 133個体が漁獲され、全カレイ類に占

める割合は約2割であった。比較的周年漁獲がみ

られた。 5/27・7/21'"'"' 22の調査では 300回以上

の比較的大型の個体もみられた。図 1-9に全長組

成を示した。

GSI = (生殖腺重量/内臓除去重量) X 100は

40 ，ー
ド2/3~ 8 n=98 

20 L 

。 ー圃.1.1.1.1.圃i圃...園田 1・._.圃 l圃

250 300 
図1-8 ヤリイカ外套長組成

% 
n=34 

1:ヒ一一 1.1ιEEJEEl--iEE-E 

5/27の雌の調査で、 0.8'"'"'1. 7、その他の時期で 10 -Ii ~Ii ~~ -I~I~ I~ II-I~ ~-.. ~ I~ I~ ~- ~-， ー--_-----
O. 1 '"'"' 1. 5程度であった。 o .1.1.'ー，-，-，

胃内容物は主にクモヒトデ等の練皮動物の他エ

ピ・アミ類・貝類がみられた。 i1: f10~1 1二~~ll~l-f什EIdd什;1fIIiIIJ二二iJJ:\11JJJ:EiJJJJ4jJJJJ11IIlII;二二1二1iiJ;1IiiI[:;J

1!;に;7二177瓦¥iiiiiii1しI十JJ;Jiiii;i;j;JJ:::三J;:::::J::::::;i::;:; 
; 

図1-9 アカガレイ全長組成
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アサパガレイ

調査期間中、 117mmの小型個体が 1個体、 253.......338mmの個体が7個体漁獲された。主に高山~十三沖の

水深200mで漁獲があった。1/14の調査ではGSIが25を超える雌個体、 2.5の雄個体がみられた。本種は

12.......2月に産卵期にはいるといわれておりへ同個体が産卵期にあったと考えられる。胃内容物は主にクモ

ヒトデ等の腕皮動物、エピ・貝類がみられた。

ウロコメガレイ

本種は眼の背面が鱗で覆われる特徴がある。本県

日本海側ではムジナガレイとよばれている。

本年度の調査では7/21・22の出来島沖水深200m

で多獲されており、 2日の調査だけで267個体が漁

獲された。全カレイ類個体数に占める割合は約4割

とカレイ類中最多頻出種であった。モード、平均全

長共267mmであった。 GSIは雌で0.9.......7.3、雄で

0.2.......1. 6であった。胃内容は全ての個体で空胃で

あった。図ト10に7/21・22漁獲物の全長測定結果

を示した。

ソウハチ

本種は口が大きく、上顎の後端は眼の中央下部に達する。

比較的周年漁獲がみられ、調査期間中40個体が漁獲された。主に十三・出来島沖水深100.......200mに多

く見られた。 5/27は全長226.......326mm・平均全長263mm、7/21は全長範囲243.......313mm・平均全長277mm、

9也

r;i;lタ:

200 250 300 mm  

図1-10ウロコメガレイ全長組成 (7/21・22)

2/3....... 4は全長233.......315mm・平均全長279mmであった。

GSIは5/27の調査で雌が4.2.......30.0、平均で 17.2、7/21の調査でも 16.8.......24.2と高い値であった。

その後の2/4の個体では0.5.......5. 0であった。本種の産卵期は5.......7月5) であり、同個体が 5/27.......7/21 

の調査期間中に産卵期があったと考えられる。

胃内容物は主にオキアミ類で、クモヒトデ、魚類も確認された。

パパガレイ

本種は体表面部が粘液質に覆われ、ぬるぬるして

いる特徴がある。

今回の調査では29個体が漁獲されたが、そのうち

7/22十三沖で25個体が漁獲された。 7/22における

全長組成を図1-11に示した。

GSIは7/22の雌で0.2.......0. 6、雄で0.1.......0.3と

小さい値であった。

胃内容物はエピ類・甲殻類・クモヒトデであった。

ヒレグロ

本種は日本海において、タイショウガレイ・オイ

ランガレイと呼ばれる。

無眼側頭部に多数の粘液腔があることが特徴である。

今回の調査では周年漁獲がみられたが、主に十三

沖での漁獲が主であった。 5/27・10/1・2/3.......7に

おける全長組成を図ト12に示した。

GSIは2/3の調査で雌が2.8.......5. 7の値を示した他

は0.7.......2. 7程度であった。雄は0.2.......0. 9で調査

期間中顧著な変化はみられなかった。

胃内容物はエピ類・ゴカイ等であった。図ト12に

全長組成を示した。

向
H
M

一

一

一

園

圃

・

園

内
ζ

一

一

一

一

1
l
J』

一
一
一
一
一
一
一

円
H

一

一

-

一

一

一

一

一

」

「
I
l
l
1ト
I
l
l
-」
I
l
l
1」

l
川
川

J
U

色

0

5

0

5

0

9

2

1

1

 

150 200 250 300 弘智
図1-11 パパガレイ全長組成(7/22)

?;;fFEE-lJHILl-;: 
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100 150 200 250 m m  

図ト12 ヒレグロ全長組成
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マガレイ

マコガレイに良く似るが、下顎が突出すること

無眼体側後半部背腹両縁が黄味がかること等が特

徴である。

今回の調査で36個体が漁獲されたが主に7/21

----8/30の水深68----138 mの浅場が主で、あった。

GSIは本種の同海域における産卵期が4----5月

である 6) ことと今回漁獲されたのが主に7・8月

であることから O.1 ----1. 6の小さし、イ直であった。

胃内容物は甲殻類・エビ・貝・アミ等であった。

図 1-13に全長組成を示した。

マコガレイ

マガレイに良く似るが下顎がマガレイ程突出し

ないこと、無眼側は一様に白色であること、両眼

間に鱗を有すること等で区別する。煮付け、刺身

等に利用される。

今回の調査で23個体が漁獲されたが7・10月

の水深70----138 mの浅場での漁獲が主であった。

GSIは本種の産卵期が 3----4月季ある 6) ことか

ら雌で0.3----O. 8、雄でO.1 ----O. 2と小さい値で

あった。

胃内容物はほとんど空胃であった。

図1-14に全長組成を示した。

ムシガレイ

本種は日本海海域において、ミズクサガレイと

呼ばれている。有眼側に大きな斑紋が3対並ぶこ

とが特徴である。

十三~大間越まで広い範囲の水深68----146mと

比較的浅場で漁獲がみられた。

% 

10i~1111117マ!??\177?
;iilH1111i:;Jill-i 

100 150 200 250 300 350 400 450 mm  

図 1-13 マガレイ全長組成

FIJJJJJJJJJIIII-Jf 
% 

ijif--ilili--::::: 
50 200 250 30伽1m

図 1-14 マコガレイ全長組成

% 

2jliJIll-iJJiif 
図ト15 10/13 ----20におけるムシガレイ全長組成

GSIは雌でO.2 ----1. 3、雄でO.1以下と小さい値であった。胃内容物は主にエピ等の節足動物であった。

図 1-15に10/13----20における全長組成を示した。
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表1-2 日本海における水深別単位面積あたり推定分布重量 (kg/krri) 

アツモソ'.1..， I 
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結 果(津軽海峡)

1.調査海域

図2に示した調査海域において、 6/10""'10/17 

の期間中5日計10点で調査を行った。

同調査海域における潮流は他海域に比べ激しく、

底質は岩盤・磯・砂が分布する海域である。今回調

査を行つた大畑沖.佐井沖の底質は砂であつた「晴日本

近海底質図J7)η) 

表2-一lに層化水深別、調査回数・曳網距離・面積を、

表2-2に水深別単位面積あたり推定分布重量を示した。

表 2-1 層化水深別、調査回数・曳網距離・面積
調査期間 6/10(大畑沖) 9/15(大畑沖) 9/15(佐井沖}

一贋化水深勿): …… 1'10し…“ 20'1……… 1∞ 一 戸:O()

………曳網開惣 …ふ …… 1一一 1γ………… 
一……奥剣勝勿)ふ…__!IQ!… 11防ι…ー… ~7~…一一…摂理

曳網薗積計(k!rl)i 0.0202419 0.0181475 0.0210035 0.0270487 
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図2 津軽海峡調査地点図

アンコウ科

本海域において漁獲されたアンコウ類はいずもキアンコウであった。佐井、大畑両海域で漁獲がみられ

た。 6/10には全長 196・790mmが、 9/15にはおい 540・680mmの個体が漁獲された。

ウスメノ〈ノレ

6/10大畑沖 200mで全長 198・210・247mm、9/15の佐井沖 183mで70・72・81mm、10/7の佐井沖で

72mmの個体 が 漁 獲 さ れ た。%
._ 9/15""' 10/7 n=67 

カナガシラ 40 - 一 圏

今回漁獲されたカナガシラは 118個体で、 9/15 20 '- 一一一 一一一一一一盟国富園。I 回

""' 1 0/7がそのうち 116個体を占めていた。 9/15

""' 10/7の全長組成を図 2-1に示した。

イカナゴ

本種はコウナゴ・オオナゴと呼ばれる。

今回の調査では9/15を除く時期に漁獲が確認さ

れた。これは、本種は水温の高い夏期に夏眠をし、

海底に潜り込んでいるため、 水温の高い9月の調

査には漁獲できなかったと考えられる。

図2-2にイカナゴ体長組成を示した。

タイ科

今回の調査では9/15の調査で漁獲されており。

マダイ:チダイ=131 : 13であった。

マダイが 120mmに全長組成がみられたものの，

主な組成分布はマダイ 70mm、チダイ 60mm台であっ

た。

マダイ抽出体長測定結果とチダイ全長組成結果

を図 2-3に示した。
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図2-1 カナガシラ全長組成
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図2-2 イカナゴ体長組成
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図2-3 9/15マダイ・チダイ体長組成
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スケトウダラ (0+) 

6/10大畑沖で全長範囲43"-' 62師、モード 52mm・平均全長 55mmの18個体が、 10/6の大畑沖で全長

106・86mmの2個体が漁獲された。

マダラ (0+) 

6/10大畑沖で全長範囲 43"-' 69剛、モード 57mm、平均全長 58mmの13個体が、 9/15は佐井沖 183mで、

82・95・102・107mmの4個体が、 10/7は佐井沖 172mで全長 103・107mmの2個体が漁獲された。

マダラ(1+以上)

6/10大畑沖水深200mで全長 209・212・219・219・220・223・224mmの7個体が漁獲された。

アプラツノザメ

今回の調査で10/6に多獲され、津軽海峡調査における最大重量占有種であった。特に大畑沖水深157m

で多獲された。期間中 174個体214kgが漁獲され、海峡全体の4割近い漁獲重量で、あった。

スノレメイカ

スルメイカはいずれの調査でも漁獲された。

図2-4に6/10・10/6"-'7の外套長組成を示した。

6/10は冬生まれ群と考えられる 70"-' 128mmの7

個体、 10/6"-'7は65"-' 183mmの夏~冬生まれ群

と考えられる 6)外套長組成で、あった。

ヤリイカ

今回の調査では 10/6の大畑沖、 10/7の佐井沖

で漁獲があったが、大畑沖が 10倍近い漁獲量であ

った。

9/15の平均外套長は68mm、10/6"-'7の平均外套

長は93mmであった(図 2-5)。

ミズダコ

調査期間中9個体が漁獲されたが、 0+と考えら

れる 335"-' 510gの7個体と 1+以上と考えられる

1800g・2100gの2個体が漁獲された。

パパガレイ

今回の調査でパパガレイは17個体が漁獲され

たが、内 15個体が 6/10に漁獲された。 9/15に

は260・270mmの個体が漁獲された。 GSIは雌で

O. 3 "-' O. 7、雄でO.1 "-' O. 2で、あった。胃内容は

甲殻類他不明内容物がほとんどであった。図2-6

に全長組成を示した。
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図2-4 スルメイカ外套長組成

町、何百

竺9/15

1JfEHJEE一二三三二
311PZ己主Z二二二i:ト-II1II圃闇ー闇目自由一一:ι ，_

30 80 130 mm 
図2-5 ヤリイカ外套長組成

% 

;jiJill-i口i
図2-6 6/10パパガレイ全長組成

マガレイ

9/15大畑沖91mで4個体が漁獲された。全長組成は 149・164・193・195mmであった。 GSIは雌で0.6と

0.9、雄で0.2と0.3であった。胃内容は甲殻類他不明内容物で、あった。

ミギガレイ

6/10大畑沖 91・200mで漁獲された。全長組成は 195mmが2個体、 197、257mmで、あった。 2個体だけの

確認であったがGSIは雌で 13.5・雄で1.3であった。胃内容物は確認出来なかった。

ムシガレイ

9/15"-' 10/7大畑・佐井沖で漁獲がみられた。全長230"-'316mmの6個体であった。 GSIは雌でO.7雄

でO.1 "-' O. 3であった。胃内容物はアミ・エピ類であった。
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表2-2 津軽海峡における水深別単位面積あたり推定分布重量 (kg/ktrl) 
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結 果(太平洋)

1.調査海域

図3に示した調査海域において、 6/4"'_6/9の期間

中、 4日間計8点 9/9"'_ 9/14の期間中 4日間計9点、

10/26，.._ 10/31の期間中 3日間計6点、計23点調査を

行った。

調査海域の底質は「日本近海底質図J2)より主に細砂、

砂、粗砂、八戸沖の一部で磯となっている。

表3-1に層化水深別、調査回数・曳網距離・面積を、

表3-2に水深別単位面積あたり推定分布重量を示した。

表3-1 層化水深別、調査回数・曳網距離・面積
1'1111111 614-6/9 

100: 150: 200 

4516: 由里16!i~ _______?~1? 
0.0537404 i 0.0614635: 0.0287028 

主要漁獲物

ホッケ

今回の調査で、 6/6の塩釜沖 146mで86個体が

漁獲された。体長は254，.._327mmであった。

図3-1に6/6におけるホッケ体長組成(抽出測定)

を示した。モード290mm、平均体長297mmであった。

ウスメバル

今回の調査では6月の調査で35個体が確認され、

そのうち27個体がむつ小川原港沖98mで漁獲され

た。その他の個体も一部を除き、水深77m前後の浅

海での漁獲であった。モードは167mm、平均全長は

187mmであった。図 3-2に6月分全長組成を示した。

スケトウダラ (0+) 

スケトウダラ 0+は6/8むつ小川原港沖 98m、9

/14同むつ小川原港沖水深 100mで計644尾漁獲さ

れた。

6/8はモード 67mm、平均全長69mm、9/14はモー

ド110凹、平均全長 109mmであった。

図3-3に全長組成を示した。

スケトウダラ(1+以上)

スケトウダラ 1+以上は6/8むつ小川原港沖水深

206m、6/9水深 155mで1719尾漁獲された。

モードは232mm、平均全長は235mmであった。

図3-4に全長組成を示した。

マダラ (0+) 

マダラ 0+は6/8むつ小川原港沖98mで12尾漁

獲され、平均全長は86mm、9/8は2尾で 125・108

mm9/9は2尾で 113・117mmであった。

むつ小川原湖 ..  
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図 3 太平洋調査地点図
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マダラ(1+以上)

マダラ 1+以上は6/4""9までの調査で270尾が

漁獲された。全長組成範囲は 151""721mmであった。

モードは 235mm、721mmの1個体を除く平均全長は

228mmであった。図 3-5に6/4""9全長組成を示し

た。

エゾイソアイナメ

本県ではドンコとよばれている。

今回の調査では全長62""412mmが漁獲された。

図3-6に6/8漁獲個体全長組成を示した。

パパガレイ

今回の調査においてパパガレイは全期間をとおし

て322個体が漁獲され、カレイ類総漁獲尾数455尾

に占める割合は約7割であった。

6月の調査では 101""432mm、モードは 148mm・平

均全長 171mmであり。 9月の調査では 130""291mm、

10月の調査では63から 47mmの全長範囲であった。

図3-7 にパパガレイ全長組成を示した。

ミギガレイ

ミギガレイは調査期間中184個体が漁獲された。

6月の調査で57個体、 9月の調査で 120尾、 10月の

調査で7尾漁獲された。

6月の調査では 120"" 248mmの全長範囲で平均全長

は173mm、9月の調査では全長 120""219mm、平均全

長は 161mmであり、 10月の調査では 120""204mm、

平均全長は 160mmであった。図 3-8に全長組成を示し

た。
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本種は同海域においてオイランガレイと呼ばれてい 0 

る。

6/8"" 9のむつ小川原港~二JII目沖 150""200 mで

5個体の漁獲があった。全長は226・237・240・247・

250mmであった。 GSIは5個体全て雌で、 O.3 "" O. 6 

であった。胃内容物は4個体が空胃で1個体はゴカイ

が確認された。

ソウハチ

6月と 9月に4匹が漁獲された。うち 3個体が小J11 

原港沖水深200mで漁獲された。その他1個体は八戸

沖77mで漁獲された。 6月は全長 157・207mm、9月

は153・239mmであった。

アカガレイ

百石沖水深141mで3個体が漁獲された。全長は

153・157・167mmであった。胃内容物はクモヒトデ

であった。 GSIは雌で1.5、雄で0.3であった。

図3-7 パパガレイ全長組成
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サメガレイ

本種は水深500-1， 000 mの深海を主分布域とするが、今回の調査で6/4百石沖 141mで、全長443mm、

6/8むつ小川原港沖水深206mで全長400mmの個体が漁獲された。胃内容物はクモヒトデであった。

マガレイ

10/27塩釜沖水深147mで全長 175mmのl個体が漁獲された、 GSIは雄で0.2であった。胃内容物は確認で

きなかった。

スJレメイカ

今回漁獲されたスルメイカは期間中113個体

で、 6月には 103尾の秋~冬生まれ群と考えら

れる外套長範囲62-146mm、モード 106剛、平

均外套長は 110mmの個体群、 9月は92・96mmの

2尾、 10月は夏~冬生まれ混合群と考えられる

8尾が漁獲された。図3-9に外套長組成を示した。

ヤリイカ

今回漁獲されたヤリイカは6月の調査では、

漁獲がみられず、 9月の調査では 1612尾、モー

ド60mm、平均外套長は60mmであった。

10月の調査では 1759尾、平均外套長は 101mm

であった。

図3-10 に抽出測定結果を示した。

ジンドウイカ

本種はテクピイカとよばれる小型のイカであ

る。

今回の調査では6-10月の調査期間中いずれ

も漁獲がみられた。

6月は平均外套長90mm、9月は32mm、10月は

61mmであった。図 3-11に外套長組成を示した。

コウイカ科 sp.

本種は外套長範囲 16-106mmであった。本種

の大型個体の中に、第2腕が延長する個体が見

られた。また、食腕掌部に4-5個の特大吸盤

を有することから、エゾハリイカと考えられる1)。

が、小型で特徴をつかみにくい個体が多数あ

り、全数種査定は困難であった。

ダンゴイカ科 sp. 

本種は外套膜が癒着する個体としない個体が確

認された。最低でも2種類の個体が存在すると考

えられる。
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表3-2 太平洋海域における水深別単位面積あたり推定分布重量 (kg/kni)
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考察

今回の調査は、日本海・津軽海峡・太平洋で、底生魚類を対象にオッタートロール調査を行った。

今回の調査は水深200mまでの調査水深で、あったが、3海域いずれにおいてもタラ類は水深150m以深から

漁獲がみられたこと(低水温期)や、沿岸性の強いカレイ類でもパパガレイ等は水深200mを境に小型・大

型魚の分布が異なる 8) という事実がある。

比較的移動の少ない底魚類を対象として、単位面積あたりの分布密度から全体の現存量を推定する方法(面

積密度法)の有効性が指摘されている9)が、今回の調査水深200mでは以上の理由から極沿岸性の魚種以外

資源量を推定するのは難しい。また、青森県は3方を海に囲まれ、かっ海底地形・海流が複雑であり、この

手法が適用できるかは今後調査を継続し、同海域における知見を蓄積することにかかっている。来年度はよ

り深い水深帯まで調査範囲を拡大し、資源量推定を試みてみたい。

また、今回の調査において、上記試みとして漁獲魚による水深別単位面積あたり推定分布重量を求めた。ス

ケトウダラ・マダラが水深150m以深から現れること、マダイ・チダイ等が100mfA浅の浅い水深に現れる

こと等は今回の調査でも確認できたが、具体的な分布重量の数値に関しては曳網回数が少ないことにより 1回

の調査での好不漁が推定分布量に大きく関与し、数値データの粗さにつながっている。また、遊泳力の強い

タラ類とカレイ類等の異体類とでは漁獲効率も違ってくると考えられ、漁獲効率をどう扱うかが問題と考え

られる。今後この数値をどう扱ってゆくかが課題と考えられる。
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